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1．学外への事業成果の普及に関わる取り組み  

 1-1．大学教育学会での発表  

平成 29 年度に本学で開催された「大学教育学会 2017 年度課題研究集会」において、開催校企画

シンポジウムの話題提供の一つとして、「大学教育は“役に立つ”のか ～大学教育と産業界との連携構

築に向けて～」と題し、本学人間科学部教授で平成 29 年度本事業推進責任者の上村和美より、本学

AP 事業の紹介とその時点までの成果を発表した。（資料 1）  

 
資料 1 2017 課題研究集会＿基調講演・シンポジウム要旨  
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 1-2．シンポジウム 

本学の成果を広く発信する場として、平成 30 年度と令和元年度にシンポジウムを開催した。平成

30 年度には宮崎国際大学と合同で、令和元年度は本学単独でのシンポジウムとなり、いずれも本学

尼崎キャンパスを会場として、本学の AP 事業の成果を発信してきた。  

①平成 30 年度合同シンポジウム  

平成 31 年 2 月 16 日（土）に、本学尼崎キャンパスにおいて、宮崎国際大学との合同による AP シ

ンポジウムを開催した。テーマは「社会が求める力をどのように育成し可視化するか」。当日は全

国各地より 108 名の参加があり、これまで両大学が推進してきた AP 事業の成果を発表すると共

に、大学、行政、経済界の参加者が、「学修成果の可視化」「大学と企業の不連続性の解消」といっ

た観点で議論を深めた。  

当日の発表資料やポスターについては【参考資料 3-1 を参照】  

 
関西国際大学第 1 回大学教育再生加速プログラム（AP）合同シンポジウム  

『社会が求める力をどのように育成し可視化するか』  

１．日時 平成 31 年 2 月 16 日（土）13:00～17:10 

２．場所 関西国際大学 尼崎キャンパス 3 階 KUIS ホール  

３．参加人数 108 名  

４．プログラム  

・主催者（開催校）趣旨説明 濱名  篤（関西国際大学  学⾧）  

・来賓挨拶 平野博紀  氏（文部科学省  高等教育局  大学振興課  大学改革推進室室⾧）  

・基調講演 「企業の評価と大学の評価」 ―その接点を考える― 

   小杉礼子  氏（独立行政法人労働政策研究・研修機構 研究顧問）  

・報告 報告１ 「関西国際大学のハイ・インパクト・プラクティスとその学修成果」  

   藤木清（関西国際大学 学⾧補佐・評価センター⾧）  

 報告  2 「宮崎国際大学のグローバル教育とＡＰ事業」  

   西村直樹（宮崎国際大学 学⾧補佐・グローバル教育センター⾧）  

 報告  3 「企業として学修成果をどう活用するか」  

   貞松逸郎氏（株式会社ニッセイコム人事総務本部  執行役員本部⾧）  

・パネルディスカッション  

 パネリスト   平野博紀  氏（文部科学省  高等教育局  大学振興課  大学改革推進室室⾧）  

   小杉礼子  氏（独立行政法人労働政策研究・研修機構 研究顧問）  

   帯野久美子  氏（株式会社インターアクト・ジャパン 代表取締役）  

   貞松逸郎  氏（株式会社ニッセイコム 人事総務本部執行役員本部⾧）  

   藤木清（関西国際大学 学⾧補佐・評価センター⾧）  

   西村直樹（宮崎国際大学 学⾧補佐・グローバル教育センター⾧）  

 モデレーター 濱名 篤（関西国際大学 学⾧）  

・総評    深澤晶久  氏（実践女子大学  文学部国文学科 教授   

        オリンピック・パラリンピック連携事業推進室）  

・閉会挨拶   山下 恵子（宮崎国際大学  学⾧）  

５．実施結果  

【基調講演】  「企業の評価と大学の評価―その接点を考える―」  

 本事業のテーマとしている企業と大学の評価という部分に視点を当て、企業における能力評価の現状、能

力不足とモチベーションの低下、職業能力評価の課題等についてご説明ただいた。またインターンシップ

の現状や学習成果の評価、そしてこの両者の相互理解をどう進めるかについて論を展開していただいた。  
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【報告１】  

関西国際大学学⾧補佐・評価センター⾧藤木清より「関西国際大学におけるハイ・インパクト・プラクテ

ィスとその学修成果」と題して、米国カレッジ協会（AC＆U）が提唱している能動的学習法や教室外プロ

グラムなどを構造化し、学生に強いインパクトを与えるように工夫された教育プログラムの総称であるハ

イ・インパクト・プラクティスの本学での実践例を中心に報告を行った。  

【報告②】  

共催校である宮崎国際大学の西村直樹氏より「宮崎国際大学のグローバル教育とＡＰ事業への取組」と題

して報告があった。同大の４つの取り組みである①アクティブ・ラーニングの発展・体系化、②クリティ

カ・ルシンキング能力の測定、③ルーブリック評価のシラバスへの導入、④e ポートフォリオによる学修成

果の可視化の説明を中心に、これらを複合的に展開することでテーマに沿って事業を推進しているとの内

容であった。  

【報告③】  

産業界からのメッセージとして、株式会社ニッセイコムの貞松逸郎氏より「企業として学修成果をどう活

用するか」と題して報告があった。企業の求める人物像として①チャレンジ精神、②コミュニケーション

力、③主体的行動力、④リーダーシップ力周囲を巻き込む力、主導力⑤チームリーダー力、という 5 点を

挙げられた。学修成果の活用に関する大学と企業の連携について、大学には、成績に限らず総合的な学修

成果可視化情報の提供を望まれ、また、企業からは、就職後にそれら学修成果について何を活用し何が足

りないか、大学教育の中で提供してほしい点は何かなどをフィードバックするなど、相互連携の必要性を

挙げられた。  

【パネルディスカッション】  

「社会が求める力をどのように育成し可視化するか」をテーマに議論を進めた。議論の中で、企業側から

は「大学教育は理論理念に片寄っているのではないか」「企業の側が求めているのはもっと実践的、応用的

な能力だと思う」などの意見があった。またその他「大学と企業の評価は最終的にはズレてもいいと感じ

る」「大学側はミッションを明確にしてほしい」「大学教員、職員の意識改革が必要」などの率直なご意見

をいただいた。可視化についてはディプロマサプリメントや e ポートフォリオなど大学側からのツールの

紹介も行い、企業側からは、成績以外の多面的な学生情報の提供が必要であるとの声をいただいた。また

逆に、提供方法ならびに内容についてはまだ議論の余地があるとの声もあり、次年度以降の改善に繋げる

きっかけとなった。大学、企業、行政とそれぞれの立場は違っても、学生を育て、社会に迎え入れる思いは

同じであるという共通の認識に至り、熱い議論を終えた。  
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②令和元年度シンポジウム 

令和元年 12 月 7 日（土）に、本学尼崎キャンパスにおいて、令和元年度 AP シンポジウムを開催

した。テーマは「大学での教育評価と産業界の評価との不連続性の解消に向けて」。全国各地より

86 名の皆様にご参加いただいた。AP 事業の最終年度として、本学が 6 年間推進してきた成果を

発信し、「課題解決型学修の可能性」「e ポートフォリオを活用した学修成果の可視化」「ディプロ

マサプリメント」等のテーマで議論を深めた。当日は、本学 AP 事業の成果報告、パネルディスカ

ッションといった内容に加え、本学の AP 事業を通じて導入することとなった「課題解決型インタ

ーンシップ」に参加した学生 8 名によるポスターセッションも実施した。  

当日の発表資料やポスターについては【参考資料 3-1 を参照】  

 

関西国際大学第２回大学教育再生加速プログラム（ＡＰ）シンポジウム  

『大学での教育評価と産業界の評価との不連続性の解消に向けて』  
 
１．日時 令和元年 12 月 7 日（土）13:00～17:00 

２．場所 関西国際大学 尼崎キャンパス 3 階 KUIS ホール  

３．参加人数 86 名  

４．プログラム  

・主催者（開催校）趣旨説明 濱名  篤（関西国際大学  学⾧）  

・来賓挨拶 平野 博紀 氏（文部科学省  高等教育局  大学振興課  大学改革推進室室⾧）  

・関西国際大学ＡＰ事業報告  

 報告１ 「課題解決型学修の可能性」～インターンシップから課題解決型学修へ  

   百瀬和夫（関西国際大学  キャリア支援センター⾧）  

 報告  2 「e ポートフォリオを活用した学修成果の可視化」  

   藤木清（関西国際大学 評価センター⾧）  

・パネルディスカッションに向けた話題提供  

 話題提供１ 「学内外の学習における課題解決型プログラムの効果と可能性」  

   深澤晶久  氏（実践女子大学  文学部  国文学科  教授）       

  話題提供 2 「雇用環境の変化に対する企業の採用活動の展開と課題」  

   小澤伸一  氏（株式会社ニッセイコム 人事総務本部関西企画・人財開発センター⾧）  

・パネルディスカッション          

 パネリスト   平野博紀  氏（文部科学省  高等教育局  大学振興課  大学改革推進室室⾧）  

   小杉礼子  氏（独立行政法人労働政策研究・研修機構 研究顧問）  

   深澤晶久  氏（実践女子大学  文学部  国文学科  教授）  

   小澤伸一 氏（株式会社ニッセイコム 人事総務本部関西企画・人財開発センター⾧）  

   藤木清（関西国際大学  評価センター⾧）  

    百瀬和夫（関西国際大学  キャリア支援センター⾧）  

 モデレーター  濱名  篤（関西国際大学  学⾧）  

５．実施結果  

【報告Ⅰ】  

関西国際大学キャリア支援センター⾧ 百瀬和夫より「課題解決型学修の可能性～インターンシップから

課題解決型学修へ」と題して、6 年間進めてきた本学ＡＰ事業の活動報告を行った。主にテーマⅠ (アクテ

ィブ・ラーニング)に関連する内容として、企業と大学の評価のずれに着目し、インターンシップを糸口と

してそのずれの解消を目指し推進してきた本学の事業成果を報告した。特に、事業後半に導入した課題探

求型インターンシッププログラムについて、実習後の能力の伸びが顕著であり、学生の自律的学修に成果

があると思われることから、事業終了後もこの流れの拡大を目指していくとの説明がなされた。  

また、アクティブ・ラーニングの推進の一つとしてピアサポートである「キャリアチューター」を導入し
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たことに関し、この活用により学生等身大の影響を先輩から受け、自らアクションを起こす動機付けにつ

ながったとその成果が報告された。  

【報告２】  

関西国際大学の評価センター⾧である藤木清より、「e ポートフォリオを活用した学修成果の可視化」と題

して主にテーマⅡ（学修成果の可視化）に関する報告があった。学位授与方針であるディプロマポリシー

を踏まえ、どのように学修成果を上げてどのように身につけていくのか、またルーブリックを活用した企

業との評価の摺合わせについて説明があった。他にも e ポートフォリオに蓄積された学習成果を可視化し、

サマリーとして就職活動や卒業後に活用する仕組みについて、本学の取り組み内容が共有された。本学の

将来に向けての方向性を発信するものであった。  

【話題提供１】  

実践女子大学文学部国文学科教授の深澤晶久氏より、パネルディスカッションへ向けての「学内外の学修

における課題解決型プログラムの効果と可能性」と題して話題提供を頂いた。⾧く企業でのご経験がある

ことから、元企業の人事担当者としての経験も交え、多方面にわたる話題に触れていただいた。特に、現

職において授業内外で取り組まれている課題解決型プログラムをご紹介いただき、学生ファーストで考え

るべきであることや、環境の変化に耐えうるプロティアン人材を 1 年次から育てていくことの必要性につ

いてご説明いただいた。  

【話題提供２】  

株式会社ニッセイコム人事総務本部の小澤伸一氏より、「雇用環境の変化に対する企業の採用活動の展開と

課題」と題して話題を提供いただいた。社内でのワクワクする職場作りについて、ハード、ソフト両面か

ら進めておられる状況の説明と、新卒雇用環境の変化の中でも、学生に選んでもらえる会社を目指してい

くための取り組みにについてご紹介いただいた。  

【パネルディスカッション】  

本シンポジウムのテーマでもある「大学での教育評価と産業界の評価との不連続の解消に向けて」につい

て、本学の事業報告や提供された話題をもとに議論を進めた。議論では、変化する雇用環境の中で大学と

企業がどのように対応していくべきかについて、また課題解決型プログラムを実施する際に重要となる教

員の関わり方などについて、パネリストより活発な発言をいただいた。その他、AP 事業として多くの大学

が検討しているディプロマサプリメントについて、今後の活用拡大に向けて標準化すべきという意見が多

い中、大学としての特色を打ち出すことが重要であるという認識を持つに至った。最後に本学の課題探求

型インターンシップを受け入れていただいた企業様からもご意見を頂戴し、本事業の成果をリアルに確認

できる機会となった。  
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 1-3．AP 選定校合同 FD・SD ワークショップ-チーム AP 合宿- 

平成 30 年 9 月に広島県の神石高原ホテルで行われた「AP 選定校合同 FD・SD ワークショップ」

において、本学の取り組み事例を報告した。発表者は本学キャリア支援課課長の藤井学で、「ステー

クホルダー協働による大学教育のカタチ」をテーマとした分科会における事例報告の一つとして、産

業界との協働に焦点を当てた取り組みを共有した。  

 

 1-4．事業報告書の発刊 

事業最終年度の令和 2 年 3 月に事業報告書を発刊した。AP 事業の集大成としてこれまでの事業の

歩みを総括し、その活動成果を広く内外に発信した。今後は学内外に本事業情報を発信する適切な機

会において配布を行い事業成果の周知を図る。  

 

 1-5．専用 Web サイトの作成・情報発信  

本事業開始当初より、本学 Web サイト上に AP 事業特設のページを作成し、事業の紹介、事業報

告、またシンポジウム等イベントの告知及び実施報告を行ってきた。事業の概要を理解いただくため

の最低限の情報は掲載するよう心がけたが、他大学やステークホルダー様に対し、本学の取り組んだ

成果を十分に理解いただくには、少々コンテンツが不足していた点は課題として残る。  

本学 AP 専用サイト： http://www.kuins.ac.jp/kuinsHP/acceleration/index.html 
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2．学内での事業成果の共有  

 2-1．インターンシップ成果報告会  

本学では毎年 11 月～12 月にかけて、学内で運営するインターンシップに参加した学生の報告会

を開催している。この報告会は、AP 事業として評価のカリブレーション等にご協力いただいた企業

のみならず、通常の就業体験を行うプログラムの報告も含まれているものである。この報告会におい

て、参加されたステークホルダーだけでなく本学教職員や学生に対し、AP 事業の取り組みについて

の情報共有を行った。また、報告会には、本学 AP 事業の外部評価委員、及び協力者会議のメンバー

も参加いただいており、この委員や協力者からのご意見も参加者全員で共有できる機会となった。  

   

 2-2．全学 PD(Professional Development)研修会  

令和 2 年 2 月 14 日（金）に開催された「2019 年度  第 3 回 PD 研修会」において、本学 AP 事業

の 6 年間の取り組みの成果と課題を発表した。本学の PD 研修会は、本学の教職員だけでなく在学生

も参加し、全学的に教育プログラムの質的充実を図るものとして年度毎に計 5 日間開催されている

が、発表を行った本研修会では、令和 2 年 4 月より合併を予定している神戸山手大学の教職員も参加

して行われた。課題解決型ゼミの全学的な転換に向け、導入の意義を理解するとともに、各学部が方

向性を見出し具体的な取り組み内容を検討するための話題提供として、AP 事業を通じて取り組んだ

「課題探究型インターンシップ」の取り組みと課題を紹介した。  

  「AP 事業における課題解決型インターシップの取組みと課題」  

 発表者  百瀬和夫（キャリア支援センター長／AP 事業推進責任者）  

  藤井学（キャリア支援課長）  

  水口竜冶（人間科学部経営学科 4 年：平成 30 年度課題探究型プログラム参加）  

  前田俵太（人間科学部人間心理学科 3 年 :令和元年度課題探究型プログラム参加）  
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 2-3．事業計画全体説明会及び中間報告会  

学校法人のガバナンス強化について定めた改正私立学校法が令和 2 年 4 月に施行される。これに

より、学校法人には中期計画の策定が義務化されることになるなど、私立大学は中期計画に基づいた

運営が求められることとなる。  

本学では、平成 27 年度から中期計画の実現のため、各年度の部門単位の事業計画の実施状況につ

いて全学的に共有することを意図し、毎年 3 月に「事業計画全体説明会（当該年度の事業報告と次年

度の事業計画の共有）」、9 月に「事業計画中間報告会（当該年度の事業計画の達成を状況の確認と課

題の共有）」を実施している。  

この説明会及び報告会の機会において、AP 事業の報告も行っており、平成 30 年度以降はポスタ

ーを掲出し、ポスターセッションを通じて事業の理解と、達成状況や課題の共有化を図ってきた。  

   

資料 2 平成 31 年度(令和元年度)事業計画全体説明会における掲出ポスター  


